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辺野古ゲート前 に 響 く 「不承認支持！」 
                               沖縄県 國分賢司 
∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 11 月 25 日に玉城知事が沖縄防衛局の「設計変更

申請」を不承認としたことへの支持が沖縄県内外で

拡がっています。12 月３日、沖縄県庁前に約５００

人が参加して「知事の決断支持、県民今こそ立ち上

がろう」と声を挙げました。また、東京ほか全国各

地で「不承認支持！新基地ＮＯ！」と新基地建設に

反対する声が拡がっているのです。 

 

 12 月４日、コロナ危機のため自粛していたオー

ル沖縄の辺野古ゲート前県民集会が一年二か月ぶり

に開かれました。参加者は８００人。ゲート前テン

トに収まりきらず、基地側の歩道にも横断幕やバナ

ーを持った人が溢れました。参加した玉城知事は

「変更承認申請には正当な事由が認められない。埋

立ては見切り発車で始まった不法な埋立てである」

と強調し、「国はあらゆる手段を使って辺野古の埋

立てを進めようとするだろうが、国の横暴に負けて

はいけない」と力強いメッセージで政府と対決して

いく姿勢を明らかにしました。 

 

 大浦湾の軟弱地盤は「埋め立てが始まる３年前の

2015 年の段階で、地質調査した業者から地盤に問題

があると沖縄防衛局が報告を受けていた」ことを 11

月 28 日の沖縄タイムスが報じました。防衛局は不

都合な事実を隠ぺいしたまま、工事を強行したこと

が明らかになったのです。政府が軟弱地盤の存在を

認め、地盤改良が必要と表明したのは、19 年１月の

ことでした。そのうえで、昨年４月に「地盤改良工

事」を含む「設計変更承認申請」を出してきたので

す。 

 知事の「不承認」理由には、軟弱地盤が海面下

90ｍまで広がっているのに必要な調査がなされてい

ないことを挙げています。軟弱地盤による「護岸倒

壊の危険性」は消えていません。 

 また、来年 1月 23 日に行われる名護市長選挙に

立候補予定の岸本洋平氏が、新基地建設反対の決意

を表明し、同日選挙の南城市長選挙で再選を目指す

瑞慶覧チョービン市長も決意表明をされました。 

 

 沖縄防衛局は 7 日、「不承認」とされたことへの

対抗措置として、行政不服審査法に基づく審査請求

を国土交通相に提出し、不承認の取り消しを求めま

した。国が国の審査請求を判断する茶番が、また繰

り返されようとしています。玉城知事は「国交相は

内閣の一員として辺野古新基地建設を推進する立場

で、公平公正な判断を行うのは不可能」と政府の対

応を強く批判しました。 

 私たちはあきらめません。沖縄の暮らしと平和を

守る決意をますます固くしています。「不承認支

持、新基地建設阻止」の波を、全国の人々とともに 

大きなうねりにしていきたいと思います。 
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辺野古新基地建設事業･公有水面埋立変更に係る 

県知事の不承認についての声明 

辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会 

 

 マヨネーズ並みと言われる軟弱地盤の存在が明らかになったことに伴い沖縄防衛局から提出さ

れていた辺野古新基地建設の公有水面埋立変更申請について、本日、玉城デニー知事は不承認と

する決定を下した。  

 私たち、土砂搬出候補地の市民及び団体のネットワークである辺野古埋立土砂搬出反対全国連

絡協議会は、昨秋沖縄県が審査にあたり実施したパブリックコメントでも、申請書が生物多様性

の重要性を無視していること、外来生物の侵入による沖縄島固有の生態系破壊を食い止める対策

が示されていないこと、地盤改良工事のための大量の海砂採取・調達は沖縄島周辺の海域や響灘

の生態系破壊につながることを理由に、不承認とするよう求めてきた。今回の知事の決定を歓迎

したい。 

 不承認の理由をみると、上記の論点について直接言及はされていないが、環境保全上や災害防

止上の十分な対策がされていないことなどとされている。決して辺野古新基地建設に反対するた

めの政治的な思惑からなされたものではなく、軟弱地盤に関する必要な地盤調査すら行わなかっ

たことが理由である。無理筋の変更内容から申請の不承認は必然であったのだ。 

 沖縄防衛局は、不承認決定を受けて直ちに進行中の工事を中止すべきである。 

 私たち土砂全協の地元から土砂を運び出すなという追及によって、変更申請では戦争で多くの

死者が出た沖縄本島南部地区から全体の７割を採取することが目論まれていた。遺骨混じりの土

砂で基地を作るという非人道的な計画に辺野古新基地への賛否を越えて批判が集まっていたが、

不承認によっていったん白紙に戻ることになる。基地建設のための埋立に沖縄県内外の全ての候

補地で一粒の土砂も採取させない取組みを私たちは継続していく。 

 これまで国は私人に成りすまして不服審査請求を行い、大臣が処分を取り消すなどの不当な地

方自治介入を行ってきた。今回も提訴など決定を覆そうとする行為を厳に慎むべきである。 

２０２１年１１月２５日 

 

 辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会は、玉城デニー沖縄県知事の 11 月 25 日の「不承認」決定を受けて、

以上の声明を同日付で発出し、沖縄県庁県政記者クラブに届けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部・名護の島ぐるみ会議に支援のカンパをお願いします 

 辺野古土砂全協は 2015 年５月創立から７年目になりました。ひとえに全国の個人会員・支援者のご支

援に支えられてきました。あらためて皆様のご支援に感謝申し上げます。 

 ２１年１１月、玉城知事が「不承認」を決定したにもかかわらず、本部町から埋立て用土砂の搬出を

強行、本部町島ぐるみ会議は連日抗議行動を続けています。また、２２年１月には名護市長選を控え、

辺野古新基地反対を公約に掲げる候補者を支援して、島ぐるみ会議・名護が全面的に勝利をめざし闘っ

ています。辺野古土砂全協団体会員、本部・名護の島ぐるみ会議に支援カンパをお願いします。 

 同封振込用紙に「本部・名護支援」とご記入のうえ、支援カンパをお寄せください。 
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「辺野古阻止への切り札 設計変更申請不承認」 

辺野古土砂全協顧問北上田毅さん 講演録 （2021.12.2 於：名古屋市） 

                       まとめ 辺野古土砂全協顧問 末田一秀  

 

 11 月 25 日にデニー知事が軟弱地盤に

伴う設計変更申請に対して不承認の決定

をしてくれました。知事としては、決し

て許されないという思いをぶつけてくれ

たと思っています。知事は、「政府が十

分な説明を行わないまま一方的に、強権

的に埋立工事を強行する姿に、不安、憤

り、悲しみを感じている」と述べてい

て、行政のトップが公式の場で「不安、

憤り、悲しみ」と口にすることはほとん

どないと思うが、自分の思いを述べてくれた。「完

成の見通しが立たず、事実上、無意味な工事をこれ

以上継続することは許されない」と述べていて、今

の工事をどうやって止めていくか、不承認で万歳で

は済まない。 

◆設計変更申請の審査経過と審査基準 

 2020 年 4 月に申請が出されて、１年７カ月経過し

ています。前回の６倍に当たる２万通近い意見書が

寄せられた。記者会見でも知事はこの意見書の数を

強調されていて、多くの反対意見が不承認の大きな

役割を果たしたと思っています。 

 この間、沖縄県は４回にわたり 452 件の質問をし

ており、多くの核心的な問題が不承認の理由になる

かと思っていたら、理由は絞り込まれていた。 

 不承認の理由を要約すると、公有水面埋立法の４

条１項２号に環境保全及び災害防止に十分配慮して

いるかどうかとあって、埋立承認の時の審査基準だ

が、この観点から判断されている。環境保全では、

ジュゴンへの影響が強調されている。地盤改良に伴

う盛上り箇所の影響は、今まで話題になっていなか

ったので、最終の理由になるとは思っていなかっ

た。 

災害防止では、大浦湾の一番深いところでケーソ

ン護岸が並ぶわけだが、そこの B27 地点という 90m

まで軟弱地盤が続いている最もポイントとなる地点

でボーリング調査がやられていない。その前後でや

っているのになぜかと再三防衛局に質問したが、４

回にわたる全ての回答で「その必要はない」と拒否

し続けた。この問題が今回の最大の問題です。今後

の法的争いでも、この点が最大の争

点になる。今まで新潟大学の立石名

誉教授らがケーソン護岸が倒壊する

危険性を指摘してきたが、今回の不

承認理由では、安定計算が成り立た

ないとは言っていない。その判断が

成り立たないにとどまっている。そ

れと、水深 70ｍ以深の地盤改良の実

績がないことが挙げられている。こ

れらが主たる理由。 
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 審査基準は、法で定められていて４条以降でも６

項目あるが、知事の理由は第２号の環境保全及び災

害防止に配慮されているかにとどまっている。 

 仲井真知事が承認した時の書類をみると、法の基

準以外に通知に基づき審査する項目として「法に全

て適合している場合であっても、公益上の観点から

承認すべきでないと判断すべき特別な事由がない

か」が挙げられている。つまり知事には総合的に判

断する裁量権がある。しかし、今回はこの点につい

て審査していない。私たちは、南部の遺骨問題は人

道上の問題で、公益上の問題だから不承認の理由に

明記してほしいと要請してきたが、入らなかった。 

 2,200 頁ほどの設計変更申請書のうち申請書本文

は 19 ページにすぎない。あとは添付図書で、添付

図書に設計概要説明書や環境保全図書がある。これ

から法的な争いになったときにおそらく国は、添付

図書は知事の承認不承認の対象ではないと言ってく

る。設計概要で示されていた大浦湾側ではなく辺野

古側から工事を進めてきたことについて、県は再三

指導をしてきたが、防衛局は添付図書に書かれてい

ることだから知事の承認事項ではないと主張してき

た。これがおそらく大きな問題となってくる。県が

埋立承認した時の留意事項で、添付図書の変更をす

る場合は知事の承認を受けることとしていて、法的

な根拠ではない。 

◆不承認理由を詳細に見ると 

 不承認通知書は、沖縄県の HP にそのまま出てい

るので是非見てほしい。 

 最大の論点では、「水面下約 90ｍまで粘性土が続

いているＢ27 地点で三軸圧縮試験等の力学的試験を

行わず、最大 750ｍ離れた３地点からせん断強さを

類推しており、地点周辺の性状等を適切に考慮して

いるとは言い難い」とし、そのことによって「災害

防止に十分配慮しているとは言えない」としてい

る。 

 2018 年 3 月に私が情報公開請求をして軟弱地盤問

題が明らかになったが、その時は B26 と B28 が線で

結ばれ、海面下 70m までの軟弱地盤とされていた。

その後の追加調査で、B27 地点は 90m までの軟弱地

盤と判明した。防衛局は、70m よりも深い粘性土は

同じ粘性土でも「非常に硬い粘性土」だから地盤改

良の必要はないと主張している。本当の理由は、海

面下 70m よりも深いところを地盤改良することが技

術的に不可能だからなんです。B27 地点の強度は、

離れた３地点のボーリング結果を持ってきて、同じ

地層が続いているとして、３地点のデータで類推を

している。この問題を県は４回にわたって防衛局に

質問している。 

 先日の報道によれば、軟弱地盤の調査自体は 2015

年から行われていたが、その当初の段階から業者と

防衛局の打合せ簿に「物理試験の結果、当初の想定

土層と大きな差異があることや、土木的問題が多い

地層が厚く堆積している」「粘性土が比較的深い深

度に厚く堆積しており、長期の圧密沈下の問題が考

えられる」と記載されて、軟弱地盤を把握していた

ことが明らかになった。2018 年の段階でも以前から

分かっていたはずだと追及したが、それが具体的に

明らかになった。当初の計画ではできないことを県

にも報告せず、公表もせずに工事を続けてきた。 

 

 地盤改良工事の実績がないについては、「韓国で

は海面下 70ｍまでの地盤改良の実績があるが、それ
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以深については、これまでに施工実績がないことか

ら、現時点における技術力では施工できないものと

考えられる」と書かれている。国内の実績は、海面

下 65m までの横浜ふ頭。70m まで施工できる船は 1

隻しかない。 

 盛上り土というのは聞きなれないと思うが、地盤

改良で密集して砂杭を打つと、その分、土は押しの

けられる。今回の防衛局の説明では、盛上り土は高

さ 14m にもなるという。下が軟弱地盤で盛り上がっ

たものだからヘドロのような弱いものだ。普通は撤

去することが多いが、今回は盛上り土のところも地

盤改良の対象にしている。理由では「地盤の盛り上

がりが環境に及ぼす影響について適切に情報が収集

されていない」とされている。サンゴの移植は地盤

改良の範囲だが、盛り上がりはスロープのようにそ

の外側に及ぶので、そのことを考慮していないとい

うのです。今まであまり指摘されていなかった。 

ジュゴンについては、個体 A・Cが行方不明、個

体 Bの死亡が確認されている。ところが、2020 年２

月以後、工事施工区域内でジュゴンの鳴音が連続し

て確認された。こういった変化が生じているにもか

かわらず調査がされていないことが不承認の理由と

されている。県は、鳴音データの提供を何度も求め

たが、防衛局は拒否し続けており、そのことも不承

認の理由とすべきだったと思う。 

 これまでに多くの問題が提起され、県も防衛局へ

の質問で取り上げてきたが、今回の理由に入ってい

ないものがたくさんあることは指摘しておきたい。 

◆不承認に対する国の対抗措置は？ 

 国は行政不服審査請求をするだろうが、ご存知の

とおり国民の権利救済の規定でそれを国が私人に成

りすましてやる。行政法学者らから批判が集中した

が、承認撤回の１件は最高裁で敗訴確定、もう１件

については 12 月 15 日に福岡高裁で判決が出る。今

の裁判所は辺野古については何でもありの常識外の

判決が重ねられている。 

 今までは同時に執行停止がついていた。撤回の執

行停止がされると仲井真知事の承認が有効になって

いた。今回は不承認の執行停止をしても不承認がな

くなるだけで承認になるわけではない。これまでと

全く違う状況。11 月 26 日に琉球新報に掲載された

武田真一郎成蹊大教授の見解でも、「国交相が不承

認を取消しても承認されたことにはならず、国は変

更設計の工事をすることはできない」とされてい

る。国の取りうる手法のもう一つは、地方自治法に

基づく「是正の指示」で、サンゴ特別採捕の時に使

われたが、「是正の指示が行われた場合、知事は取

消し訴訟を提起する。しかし設計変更の承認は知事

の裁量行為であり、簡単には違法と判断できない。

むしろ是正の指示が違法となる」と指摘されてい

る。 

◆問題は工事が継続されていること 

 11 月 25 日に不承認になっても 26 日以降も工事が

継続されている。12 月１日からは新たな護岸からの

土砂の陸揚げも始まっている。松野官房長官は 26

日に「現在、進めている工事に関しては、すでに承
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認をされている事案ですので進めていく」と述べて

いる。不承認の時に知事は「今般の変更申請が不承

認となった以上、防衛局は大浦湾側の工事をするこ

とができず、結果として埋め立て工事全体を完成さ

せる見通しが立たない状況となる。埋立工事が周辺

環境に与える影響は甚大であり、かつ不可逆的であ

ることからすると、事実上無意味なものとなる可能

性がある埋立工事をこれ以上継続することは許され

ない。防衛局は、今回の計画変更に関する工事のみ

ならず、全ての工事を中止すべきだ」と強調されて

いる。 

まだ県は工事を中止するよう行政指導をしていな

いが、早急に行うべきだ。 

国は、工事は順調に進んでいるというが、８月末

段階で土砂の投入は全体の約 7.8％にすぎない。こ

のペースで行くと何年かかるか分からず、国は焦っ

ている。今年度予算では、変更申請が承認されない

とできない地盤改良工事等が 214 億円も計上されて

いる。さらに今年度の補正予算で 801 億円の追加が

されたが、詳細が不明で今後追及していく。 

岩国基地の埋立をめぐる裁判で、2013 年 11 月 13

日に広島高裁で判決が出ている。公有水面埋立法で

は、埋立免許の効力が消滅した場合に民間の事業の

場合は原状回復義務が明記されているが、国につい

ては規定がない。そのことが争われたが「埋立工事

の竣工後に埋立承認の効力が消滅した場合も、国は

原状回復義務を負う」とされている。不承認が確定

すれば、辺野古側も原状回復義務が生じる。 

◆不承認で遺骨混りの土砂問題はどうなるのか？ 

 当初の計画では 1700 万㎥の土砂の 7割を県外か

ら調達し、県内は北部・国頭のみであった。変更申

請では、九州４県からの土砂調達可能量も記載され

ているが、私の考えでは予備的なもので、ほとんど

を県内調達できると強調されていた。糸満・八重瀬

から必要量の倍の調達が可能とされていた。具志堅

隆松さんが、南部地区の土砂には遺骨が混ざってい

ると問題提起して、大きな問題になった。 

 国は、「あくまで土砂調達可能地であって決まっ

ていない。契約をしてから決まる。仮に南部地区か

ら行われるとしても、採石業者において、ご遺骨に

配慮した採取が行われる」と逃げてきた。南部の土

砂採取について、県は何度か質問をしてきたが、騒

音や粉じんなどで遺骨の問題には直接的に触れてい

なかった。 

 不承認の理由に遺骨の問題は含まれていないが、

知事は記者会見で「先の大戦で犠牲となられたご遺

骨がいまだ残されている場所から採取された土砂が

基地建設のための埋立工事に用いられる可能性が示

されており、このことは既存の法制度の枠組みを超

えて国民全体の問題として受け止めないといけな

い。政府はまだ何も決まっていないと説明するだけ

で、明確に否定されていないが、悲惨な戦争を体験

した県民、国民や遺族の思いを傷つける行為は絶対

にあってはならないことだ。人道上許されるはずも

ない」とコメントした。 

 ただし、「土砂に関する図書」の変更は、公有水

面埋立法に基づく知事の承認事項ではなく、埋立承

認の際の留意事項による知事の承認事項なので、防

衛局が強行するおそれは否定できない。 

◆これからの課題 

 今回の知事の不承認を支持し、国の対応措置を許

さないうねりを全国から作っていきたい。さらに監

視行動、阻止行動をしている地点がシュワブ、本部

塩川港、安和桟橋と拡がっており、美謝川切替工事

も始まる。現地への結集を呼び掛けたい。１月の名

護市長選、なんとしても勝利をする。美謝川切替工

事を協議不要とするようないいかげんな市政を止め

ることが必要。参議院選もそうですし、秋の知事選

は絶対に勝ち抜かなければならない。 （21.12.15 

記）  

 

 

12 月 2 日に名古屋で行われた講演の要旨を、末

田がまとめたものです。 

記録動画が Youtube で公開されています。

https://www.youtube.com/watch?v=Z-bOcRk-ABw 

Youtube 上で「北上田毅 renmin」で検索 

https://www.youtube.com/watch?v=Z-bOcRk-ABw
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∞∞∞∞∞ 福岡県北九州市 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

北九州市議会、｢遺骨等を含む土砂を採取しない意見書｣採択 

議員の奮闘で全会一致の採択に 
                ｢辺野古土砂ストップ北九州｣事務局長 八記久美子 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

■採決では心臓がドキドキ  

 北九州市議会 12 月議会で、｢沖縄戦

戦没者の遺骨等を含む土砂を採取しな

いことを求める意見書｣が、全会一致

で採択されました。  

 本会議の最終日、世話人 4人で傍聴に行きまし

た。採択されることは事前に知らされていました

が、採決の時は心臓がドキドキ。全会一致で採択さ

れた時は、ホットしてその後嬉しさがこみ上げてき

ました。一緒に参加した他の世話人も同じだったと

思います。この間の取り組みを報告します。 

■遺族会の連絡先を求め 

 今年 8月の当会総会で私たちは、｢遺骨の混入す

る土砂を辺野古に使わない意見書｣提出を北九州市

議会に求めることを決めました。早速請願書を作

り、全会派に｢紹介議員のお願い｣に回りましたが、

なってくれたのは 3会派だけで、人数は 57 人中 10

人。これでは議会で否決されてしまいます。 

 私たちは遺族会の力をお借りしたいと、ネットで

連絡先を検索しましたが、ヒットしません。それ

で、福岡県遺族連合会を訪問し、「これこれしかじ

かなので、北九州の遺族会の連絡先を教えていただ

きたい」とお願いしました。しかし、「個人情報だ

し、遺族にもいろいろな考え方の人がいる」という

事で、北九州市の連絡先を知ることはできませんで

した。 

■個人的には反応がいいが… 

 そうこうするうちに｢総務財政委員会｣での口頭陳

情の日がやって来ました。会派の意見とは別に、個

人的には積極的な意見を述べてくれる議員や、ずっ

とうなずいている議員。事前に私たちの話を聞いて

くれる議員もおられましたが、結果は継続審議に。 

 また、北九州遺族会には、関係する市職員が連絡

を取ってくれました。おかげで、遺族会の方の考え

を知ることは出来ましたが、協力は得られませんで

した。私たちの運動は行き詰ってしまいました。 

■予想もしていなかった展開に 

 そんな中、｢総務財政委員会｣副委員長が、議員提

案として取り上げ、各会派の調整に回ってくれまし

た。その結果、全会派が賛同し、議会で全会一致の

採択となりました。予想していなかった展開です。 

 意見書の項目は≪沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土

砂を採取しないこと≫≪｢戦没者の遺骨収集の促進

に関する法律｣を遵守し、政府が主体となって戦没

者の遺骨収集を実施すること≫の 2点です。私たち

の趣旨文には、｢辺野古の埋め立てに使用しないこ

と｣の文字が入っていましたが、採択された趣旨文

の中には｢辺野古｣のへの字も出てきません。そうで

ないと自民党が賛成しなかったのだろうと想像しま

す。なお、私たちの請願には、1229 筆の署名が寄せ

られました。 

■この声広がれ 

 今年 9月。大阪市議会が政令指定都市として最初

に意見書提出を採択しました。その時、自民党・市

民クラブ大阪市議団の北野妙子幹事長は、｢戦没者

の遺骨が混じった土を使う事は許されないと考え

た。辺野古の新基地には賛成しているが、今回の意

見書は基地問題に言及していない｣と、賛成の理由

を述べています。この声が、全国の議会に広がって

ほしいものです。 (21.12.16 記) 

｢嬉しいね｣と、喜び合う世話人 
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∞∞∞∞∞ 三重県津市 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

玉城知事の「不承認」に呼応し、緊急チラシまき 
           辺野古のケーソンをつくらせない三重県民の会 柴田 天津雄 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

 11 月 26 日、前日の玉城知事の「不承認」決定が

報道されたのを受けて、緊急行動を行いました。夕

方５時半から約１時間、津駅前に集結し、急いで作

成したチラシを帰宅途中の市民に配布しました。総

勢 20 人ほど。皆、辺野古ブルーにちなんで、青色

のものを身にまとっていました。青い帽子、青い腕

章、青色のシャツと様々身に着けた人など。青地の

横断幕は「不承認 国は調査不足、工事中止を！」

を大書して、チラシ撒き部隊の先頭に掲げました。 

 

 ハンドマイクは玉城知事が「不承認」を決定した

ことを、駅前広場いっぱいに響き渡る音量で発して

いました。そして、政府が辺野古海岸に広大な軟弱

地盤があることを隠し続け、市民の追及で発覚する

と大量の土砂で埋め立て、地盤改良をすると言い出

し、沖縄県知事に設計変更の承認を申請したこと、

を伝えました。しかし、最深 90ｍに及ぶ軟弱地盤

があり、これを埋め立てる明確な計画が立てられな

いこと、大量の土砂投入は辺野古海岸に隣接する海

洋生物の豊富な大浦湾の海を殺してしまうことなど

を丁寧に説明していました。玉城知事の「不承認」

の決定はこれらを踏まえたものだと訴えました。 

 チラシでは”沖縄県知事、辺野古基地建設に「不

承認」”、”玉城知事の「不承認」決定を応援しよ

う！”と題して、政府の基地建設がいかにずさん

で、基地建設の強行がいかに沖縄の海を汚染する

か、玉城知事の「不承認」で、基地建設を止められ

る道が開かれてきたこと、玉城知事の「不承認」を

支持し、応援していくことを訴えました。 

 

 夕方の駅前、家に帰る人たちには、「不承認」を

知っている人もいて、「頑張ってください」と声を

かけてくれた人もいましたが、まだまだ、辺野古基

地建設のことを知らない人も多くいます。私たちは

毎月、三重県内の主要駅頭で共同してチラシ撒きな

どのキャンペーンをもう５年間しています。12 月

は 14 日に四日市駅前でキャンペーンを行います。

まだまだ小さいですが、地道に継続して運動を盛り

上げていこうと話しています。 （21.12.13 記） 

 

21.12.17 琉球新報 
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∞∞∞∞∞ 熊本県宇城市 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

「遺骨を含む土砂を埋立て等に使用しないことを求める」請願 

宇城市議会、全会一致で採択 
                     辺野古土砂搬出反対うきの会 鈴木慶子 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

 2021 年 12 月 14 日、宇城市議会本会議で「沖縄

戦の戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立て等に使用し

ないことを求める」請願が全会一致で採択されまし

た。 

 請願は辺野古土砂搬出反対うきの会（以下うきの

会）の会員：篠原 徹さんが９月議会に向けて

2021 年８月提出し、継続審議ののち、１２月議会

で採択されたものです。 

 本会議に先立ち 12 月８日に開かれた常任委員会

での篠原さんの発言要旨を紹介します。 

 私の父は昭和１８年の秋、

知覧基地から戦闘機で沖縄の

小禄基地に飛び、飛行場の拡

張工事に従事したと聞いてい

ます。昭和 20 年秋、戦死公

報が届きました。「６月 23

日首里北方１６キロにおいて

名誉の戦死」と書かれていました。当時小学４年生

だった私は２回ほど母と遺骨の引き取りに熊本市内

まで汽車で行きました。１回目は白木の位牌だけ、

２回目は高熱で焼けた石ころだけでした。 

 父の最後の地を知りたくて、沖縄には３度行きま

した。１度目は母と一緒でした。情報があまりにも

少なくて最後の場所はわかりませんでした。 

２度目は家族と行きました。首里に最後の司令部

がおかれたことはわかりましたが、父の部隊がどこ

へ行ったのかわかりませんでした。首里の地下壕が

人の血の池になっていたと聞きました。 

 戦後 75 年を超えた今も「戦没者の遺骨」収集は

細々ながら続いています。しかしまだ犠牲者の半数

を超える遺骨は沖縄の地に埋まっています。 

 私は厚生省に DNA 鑑定を依頼しています。 

 私にとって、戦後はまだ終わっていないのです。 

 どうか人道的、倫理的な観点から沖縄戦の 20 万

人を超える犠牲者の霊に思いを馳せて頂き、この度

の請願を「国」に上申頂くようお願い致します。 

 

 採択されたという報告を聞いて、篠原さんは「私

的なことを認めてくれた」と涙ぐまれていました。

私たち「うきの会」の会員も感動を禁じえませんで

した。熊本の中でも農村地帯である宇城市は、とて

も保守的な地域です。保守的な地域で請願が採択さ

れたことは、「これは人道上の問題である」という

具志堅さんの指摘が正しいということです。 

 次は熊本県議会です。 （21.12.16 記） 

 

 左のポスタ

ーは、ダンサ

ーの牧瀬 茜

さんにお願い

して作成して

もらったもの

です。 

 茜さんはう

きの会の１号

会員です。 
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∞∞∞∞∞ 沖縄本部町 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

   勝利した 八重岳の闘い    
                         本部町島ぐるみ会議 原田みき子 
∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

 桜の枝が本部町はじめ沖縄全体を守ってくれた―

――と実感している。それは 11 月 26 日のことだっ

た。沖縄戦で日本軍に使われ亡くなった中学生や少

女たちが眠る本部町八重岳に自衛隊の大型トラック

3 台が侵入しようとした。隊員 3万人を動員した

「統合演習」の一環で、八重岳山頂に通信用アンテ

ナを開設する狙いだった。山道の両側には桜の木が

植えられ、1 月には桜祭りが開催される。日本で一

番早く咲く桜として有名で本部町の観光の目玉であ

る。何代か前の渡久地町長が平和を発信するために

植えたと伝えられている。 

 新聞報道で自衛隊の計画を知った私たちは 60 代

70 代ながら「少年少女探偵団」を自称し、11 月 19

日から追跡調査を開始、中城湾に降ろされた車両が

那覇駐屯地に入るのを確認した。八重岳の演習は

25 日から 30 日までと知らされていたが、24 日は泊

まり込みグループが監視、25 日早朝は 36 人が結集

した。この日は我々を偵察する民間の乗用車が何台

か山を登ってきたが、横断幕やたくさんのボード、

プラカードに恐れをなしたのか、自衛隊は現れなか

った。翌 26 日は 20 人に減ったが、全員ヤル気

満々。機動隊に守られた自衛隊に向かって次々にマ

イクを握り抗議した。作家の目取真俊さんは「ここ

は僕の父が死闘を繰り広げたところだ。皆さんの先

輩も亡くなっている。まず手を合わせたらどうだ」

と発言。私は「ここは平和を発信する場所であり、

桜のシーズンには全県からたくさんの方が花見に訪

れる想いの場所であり、家族連れが楽しむ平和な公

園だ」と訴えた。ほかにも沖縄戦で親族をなくした

方々の切実な訴えが続いたが、機動隊が私たちを強

制排除、アンテナを積んだトラックが動き始めた。

しかし、何と桜の枝がトラックにかかるではない

か。自衛隊は役場に「桜の枝等の損傷防止に努めま

す」という文書すでに出していた。私たちを排除す

るために来ていた警官が自衛隊のドライバーに免許

証提示を求め、「器物損壊」の罪名で事件にした。

自衛隊は帰らざるを得なくなった。私たちの大勝利

だった。久しぶりの快挙であり、悔しい思いが続い

ていただけに、ほんとうに嬉しかった。桜に感謝、

感謝である。 

 しかし、問題も残った。本部町役場が自衛隊の演

習を以前からあった「通常の訓練」と見なしてしま

ったこと。 

 それでも勝てたのは「少年少女探偵団」、やっぱ

り桜のおかげである。全県から集まってくださった

方々にもお礼を言いたい。 （21.12.12 記） 

 

 
八重岳の山頂に向かう途中で、桜並木の枝に車両がかかり立ち往

生する自衛隊車両＝26 日３時ごろ、本部町の八重岳 
 

 
市民らが抗議する中、桜の木の枝を折らないようゆっくりと進む

自衛隊車両―26 日午後 2時 50 分ごろ、本部町の八重岳 

 

 

 

 

21.11.27 琉球新報より 

琉球新報の帽子にサングラスは私です。全員、ビ
デオに撮られますのでどこでもこのスタイルです。 
 この看板、手作り感あっていいでしょ。玉ちゃん
という歴戦の勇女の作です。（原田みき子） 

21.11.27 沖縄タイムスより 
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     鹿児島の旅～総会開催地の視察に同行しました  
                         辺野古土砂全協会員 牧瀬 茜 
 
 

 阿部悦子さん大谷正穂さんに同行し、次回総会開催地の視察

で鹿児島を訪れました。設計変更申請で、鹿児島は本土側だけ

で新たに28ヶ所もの土砂搬出予定地がリストアップされてい

ます。春に続き今回も、鹿児島県護憲平和フォーラムの磨島昭

広さんにご案内頂きました。 

 10月20日、種子島へ。沖合に見える馬毛島は、島をまるご

と軍事基地にしてしまう計画にさらされています。馬毛島への

米軍施設に反対する市民団体連絡会、そして衆院選前で忙しく

していた米永あつこさんの選対事務所を訪れお話を伺いまし

た。朝から深夜３時まで行うという大騒音の米軍ＦＣＬＰ訓練

の拠点、自衛隊基地、軍港……政府防衛省は地元と話し合わ

ず、その声を無視し、ときには欺き軍事化を強行しようとして

います。森林法に違反して馬毛島の自然を破壊してきた民間会

社から、法外な金額で島の大部分を買収し、ボーリング調査を

始めました。 

 その晩、宿泊させていただいた宿の主人の日高さんは漁師

で、馬毛島近海でカツオ漁をしているそうです。 左右に竿を

おろし水深20-40ｍ位のところで船をゆっくり走らせてカツオ

などを釣るのだそう。「馬毛島 が基地になってしまったらい

い漁場には近付けないようになってしまう」と日高さん。ま

た、埋め立てて巨大な軍港を作ろうという場所はトコブシが多

く獲れるところだそうで、ここでも豊かな海が今まさに奪われ

ようとしています。 

 「漁場を守るべき漁協が、漁場を壊すことに手を貸してしま

うなんて……」日高さんはため息をつきました。 

 まず漁協が買収され、それでも当初は、この辺りの漁師80

人ほどのうち 半数以上が基地建設に反対だったそうですが、

魚が減り漁業が厳しくなる中、お金で切り崩され、今は反対す

る漁師は10～20人ほどになってしまったそうです。馬毛島に

暮らしたこともある日高さんは、軍事化に強く反対、漁場を奪

われる漁師として裁判も起こし闘われています。 

 「推進派の船が赤い旗を掲げていて漁港は異様な光景です」

と聞き、 翌朝６時頃に悦子さんと漁港に行ってみると、確か

に停泊する漁船の多くが赤（濃いピンク）の「鹿児島」と印刷

された旗を掲げています。漁から帰って水揚げしている船があ

り、声を掛けてみました。籠の中には採れたてのキビナゴ、こ

の日はとても少なかったそうです。キビナゴ漁は、深夜1～２

時に出て早朝帰ってくるとのこと。その船も赤い旗を掲げてい

たので尋ねると、申請して警戒船の許可を取った船の印だとの

返事でした。言われた日に馬毛島に近付く船の監視をする──

「そこは危ないから入らないで下さい」と注意する仕事だとい

います。また、防衛省や工事関係者を馬毛島に送迎する海上タ

クシーの仕事もしているとのこと。後から聞いた話では、警戒

船が１日５万、海上タクシーは往復８万２千円、内いくらかを

漁協に納めるのだそうです。 

 弱味に付込み国策に取り込んでいく。民意や地方自治を無視

して強行し無力感を味あわせて諦めさせようとする。心から軍

事基地に賛成している人がどれほどいるのでしょう……。国策

に襲い掛かられた地域の人々は、容認、反対、推進どの立場で

も苦いものを背負わされ生きているのだろうと想像しました。 

 西之表港から鹿児島本港へ。21日と22日は、総会で訪れる

場所を検討しながら採石場と搬出港を見てまわりました。元の

景色がどうだったのか想像もつかないほど大きく削りとられた

山や、底深く掘り下げられた山も見ました。ある採石場 の従

業員さんは「辺野古の話は聞いたことあるけれど、どこに持っ

て行くかは組合が決めることだから……」と言いました。 

 

 この採石場で働く人が基地建設に協力する仕事をすることに

なるかも しれない。種子島で赤い旗を掲げる漁船も、そして

税金を払う私たちもまた、国策によって戦争の準備と環境を破

壊する軍事基地の建設に加担させられてしまう身です。九州…

…馬毛島、奄美大島、 沖縄島、宮古島、石垣島、与那国島…

…琉球弧で基地建設と軍事拡大が続 いています。そうではな

い、戦争をしないための外交をしてほしい、そして、何よりも

命を大切にする国にしたいです。 （21.12.16 記） 

10月22日、土砂搬出予定港となっている加治木港にて 

右から阿部さん、大谷さん、そして私（撮影：磨島昭広さん） 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

∽ 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

∽ 



- 13 - 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 沖 縄 訪 問 記 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

      沖縄南部の土砂搬出地との連携を！ 
                       辺野古土砂全協共同代表 阿部悦子 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

 12月初め沖縄に行きました。「カヌーチーム」の鈴木公子

さんのお世話で大荒れだった大浦湾で、船から埋立てが進む辺

野古の様子を見ることが出来ました。「本部島ぐるみ会議」の

阿波根美奈子さん、山城博治さんの案内で安和桟橋と塩川港を

訪ね、知事の不承認後も相変わらず土砂積み出しが行われ、抗

議活動が続いていると聞きました。塩川港沖合では、軽石が帯

になって流れていました。 

 辺野古ゲート前では、「島ぐるみ会議名護」の浦島悦子さん

のリードで抗議行動がなされており、私も土砂全協の来年の鹿

児島総会や巨大軍港化計画が進む馬毛島の話などしました。12

月3日の夜には県庁前でデニー知事の「不承認を支持する」

500人集会とデモが、翌4日には辺野古テント前でデニー知事

出席のも と800人の集会が行われて、知事の演説が人々を勇

気付けていました。 

 6日には「糸満島ぐるみ会議」の金城成憲さんのお世話で、

糸満の遺骨が発見された現場に行き、先の戦争末期の説明を受

けました。平たく長く続く糸満米須の丘陵の向こう側の海から

ひっきりなしに飛んで来る米軍の艦砲射撃を避け、丘陵のこち

ら側に逃げて来た大勢の人々が集まった場所で沢山の人々が命

を落とした場所です。 

 その丘陵の一角に、戦後放置されていた遺骨が眠る「魂魄の

塔」があり、すぐ近くに「熊野鉱山」の看板が立っています。

そこが、昨年防衛局が設計変更で県内からの土砂調達を発表し

たことを受け、業者が樹を切り石灰岩採掘の準備を始めたとこ

ろです。その小高い山の向こうは１万余柱の戦没者（南方での

戦没者を含む）を祀る「東京の塔」と第44回全国植樹祭会場

となった「平和創造の森公園」があります。静かで広大ともい

える「公園」の佇まいの中にある塔のすぐ向こうに「熊野鉱

山」が透けて見えました。予定通り石灰岩採掘が行われれば、

「東京の塔」は無事ではいられないと見てとれました。 

 金城さんは、ここで具志堅さんが遺骨収集をしている際に業

者の「動き」を察知されたこと、「ハブが生息するような場所

で、ひとりで39年もの間命を落とさずに来られた具志堅さん

の存在は奇跡としか言いようがない」と話されました。 

 南部のうち土砂搬出予定地は、糸満市と八重瀬町です。八重

瀬町議の神谷信夫さんが八重瀬町の鉱山を案内してくれまし

た。地下深く広大に掘り進んで大きな穴がいくつも無残に開い

ています。この跡地は事業者が、いずれ土砂で埋め戻すと言っ

ているが、「どう考えても現実的ではなく、むしろ産廃など持

ち込みなども懸念される」と神谷さん。また現場が人々の生活

空間から近いことも問題だと思いました。 

 

 

 糸満市の崎山正美さんによると、「かつて石灰岩採掘跡に産

廃が投棄され水源地が汚染された、米軍の廃棄物からのPCPが

水道水源を汚染し、被害が学校給食センターにまで及んだこと

がある」、また「石灰岩は地下水の貯水層、その破壊はこの地

域の地下ダムの破壊となる」 と教えて頂きました。 

 豊見城市の市議の新垣龍治、伊敷光寿議員らとも 意見交換

し、「目指す目標は一つ！」と言って下さいました。私たち土

砂全協は今後の運動の連携に向けて、学習を深めていきたいと

思いました。 （21.12.16 記  写真：牧瀬 茜） 

 

 

12月5日、魂魄の塔近くの菩提樹の前で南部の島ぐるみの方々
と。「遺骨混じりの土も故郷の土も戦争に使わせない」 

 八重瀬町の採石場。周囲にはほかにも多くの採石場がある 
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2021.12.9 琉球新報・論壇 島ぐるみ会議・名護の浦島悦子さんの寄稿 

 
 
 

基
地
問
題
こ
そ
が
最
大
の
争
点
だ
！ 

 

二
二
年
一
月
二
三
日
は
、
沖
縄
・
名
護
市
長
選
の
投
票
日
。 

 

「
基
地
問
題
は
争
点
に
な
ら
な
い
」
（
菅
前
首
相
）
な
ん
て
、
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ン
デ
モ
ナ
イ
！ 
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 11 月 25 日、玉城デニー知事

は、沖縄防衛局による辺野古新基

地建設のための設計変更承認申請

（軟弱地盤改良工事等）について

「不承認」の判断を下し、同局に通知した。昨年 4

月、県に提出されてから 1年半、私たち県民、そし

て沖縄に心を寄せる全国の人々が、一日千秋の思い

で待っていた判断だ。  

 「辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議」は

翌 26 日昼休み、県庁前で、これを支持する緊急集

会、12 月 3 日夜には同じく県庁前での集会と国際通

りデモ行進（参加 500 人）を行い、辺野古ゲート前

の座り込み抗議行動でも連日、「知事の不承認を支

持するぞ‼ 工事を即刻中止せよ‼」のシュプレヒコ

ールが響いた。4日には、コロナ禍で休止されてい

たゲート前県民大行動(毎月第 1 土曜)が 1年 2か月

ぶりに開催された。デニー知事も駆けつけ、不承認

判断の根拠や「新基地を自ら提供しない」決意を述

べ、800 人の参加者の熱烈な支持を受けた。 

 これに対し国＝沖縄防衛局は早くも 12 月 7日、

行政不服審査法による審査請求（不承認の取り消

し）を国土交通大臣に行った。2018 年、沖縄県の埋

め立て承認撤回を取り消した時と同じ手口だ。当

時、行政の不当な処分に対する国民（私人）の権利

救済のための法律を国家権力が悪用・濫用するもの

であり、新基地建設を進める国の機関同士が申請と

裁決を行う(右手と左手が握手する)出来レースだ

と、全国の行政学者や法律関係者からごうごうたる

非難を浴びた手法を、再び使ったのだ。 

 国の対抗手段は県も県民も織り込み済みで、ま

た同じことが繰り返されるのかと、うんざりする

が、しかし、全国知事会が地方自治を脅かすものだ

と懸念を示しているように、これは「沖縄の問題」

ではない。国の「やりたい放題」を許せば「法治国

家」は崩壊する。司法の在り方も含め、全国民的課

題として取り組む必要があると思う。 

 わが名護市は、来年 1月 23 日に投開票される名

護市長選の真っ最中だ。先の衆議院選で私たち沖縄

3区は痛い敗北を喫し、「安倍元首相の秘蔵っ子」

と言われる自民党の島尻安伊子氏の返り咲きを許し

てしまった。名護市でも、オール沖縄会議が推した

現職・屋良朝博さんに 1500 票の差をつけられた。

この勢いで自公政権は、今度こそ名護市民の「新基

地反対の民意」の息の根を止めようと攻勢を強めて

いる。 

 衆議院選の翌朝、早速、名護の島尻事務所は渡具

知武豊（現市長）事務所に看板を付け替えた。12 月

5日に行われた同選挙事務所開きには菅義偉前首相

や島尻安伊子衆院議員が駆け付け、また辺野古周辺

3区の区長とも面談するなどテコ入れを行った。 

 「官邸のロボット」と揶揄される渡具知市長は、

就任以来一貫して基地問題には触れず、誰に何を聞

かれても「国と県の訴訟の推移を見守る」の一点張

り。渡具知氏に対抗する市長選の予定候補者である

岸本洋平市議が、「当該市長として、市民に対して

あまりにも無責任だ」と 9月・12 月市議会で厳しく

問い詰めたが、同じ答弁を繰り返すばかり。 

 2010 年からの 2期 8年、「海にも陸にも基地を造

らせない」公約を断固として貫き、国から「米軍再

編交付金」を切られても、市職員や市民と一体とな

った努力で名護市を健全財政に戻すとともに財政規

模も大幅に増やしてきた稲嶺進前市長を、4年前、

私たちの力不足で落選させてしまった悔いはあまり

にも大きい。この悔しさをバネに、若きリーダー・

岸本洋平氏を先頭に、何としても名護市政を市民の

側に取り戻していきたい‼ （21.12.15 記） 

デニー知事の 
設計変更「不承認」を支持し、 

名護市長選勝利を‼ 
ヘリ基地いらない二見以北十区の会 浦島悦子 

沖縄からの便り 

≪連載 №15≫ 

いちゃりば 
ちょーでー 



- 16 - 

 

 
辺野古土砂全協 第９回総会 

２０２２年５月２８日（土）～２９日（日）、鹿児島市で開催 
 鹿児島県では今、馬毛島の米軍訓練基地計画、そして鹿児島県全域からの辺野古埋立て用土砂の大量

採取という暴挙に立ち向かっています。緊迫した中、「鹿児島に米軍はいらない鹿児島の会」の皆様の

ご協力で、第９回総会は5月28～２９日、鹿児島市で開催します。ぜひご参加ください。 

 

 総会は以下のような日程・プログラム等を計画しています。 

 ◆ 28 日（一日目） 13:30～ 集会  16:30～ 総会  18:30～ 懇親会 

  会場 (宿泊も含めてすべて｢マリンパレスかごしま｣ 

 ◆ 29 日（二日目） 08:00～ 鹿児島県薩摩半島採石場・積出港等視察（大型バス利用） 

 ◆ 30～31 日（三・四日目） オプション・ツァー種子島・馬毛島視察（悪天候の場合は中止あり） 

＊ コロナ感染の先行きは不透明ですが、万全の対策で開催を目指します。詳細はＨＰ上、または次号で 

お知らせする予定です。コロナ感染再拡大の恐れが生じた場合、リモート開催となると考えています。 

 
 

 

 

 

 

 

 編集後記 ～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 今年も「コロナ禍」に翻弄された一年でした。私は体調不良もありほぼ巣ごもり状態で過ごし、辺野古は

じめ各地に現地に駆けつけることもできない一年でもありました。一方、具志堅隆松さんらのお働きで、南

部の遺骨土砂の採取中止を求める意見書が、全国 150 議会で可決（12 月 16 日現在）されたとのことです。

「土砂全協」関連の自治体でも、北九州市、宇城市（熊本県）、砥部町（愛媛県）が最近可決されましたの

で、運動は全国に広がっている状況だと思います。私たちも各自治体でさらなる努力を続けたいと思いま

す。巣籠もり状態で事務局をなんとか維持していますが、全く面識もない多くの市民の皆さんから寄せられ

る会費・カンパの振込みに、「私たちの活動への信頼の証」と元気を頂いています。感謝します。（松本） 

 

 

  編集後記 ～・～・～・～・～・～・～・～・～ 
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インフォメーション 

第 9回総会 in 鹿児島の参加申込について… 
個人会員で総会参加ご希望の方は、一月以降 HP上に「参加申込書」をアップしますのでご利用

下さい。お問い合わせは下記連絡先・阿部悦子までお願いします。 

なお、種子島での宿泊、馬毛島視察用漁船を、防衛局や工事関係者より早く予約する必要ある

ため、締め切りは 2月 28日（月）とします。申込先・諸費用などは参加申込書に記載していま

す。ご理解のうえよろしくお願いします。ご理解のうえご協力をお願いします。 

※ 団体加盟の方は、団体から申し込み用紙をお受け取り下さい。 


